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1  | 教職授任按手式礼拝

『桃栗三年、愛何年』

2  | 牧師の声・信徒の声

 東洋と西洋の対話⑪

3  | 信仰の学び、養いを生涯続ける⑪

神学生寮の思い出

クリスチャンのライフカレンダー

LAOS講座

4  | 各地のニュース

募集（セミナー参加者募集

CSカードイラスト募集、他）

集計表提出のお願い

おわび、神学生寮完成

Teens キャンプのお知らせ

連帯献金報告

1  |バイブルメッセージ

出会い

2  |大人を育てる絵本からのメッセージ

HeQi Art 聖書物語

たろこまま「いのちを語る」

C O N T E N T S
目  次

福音版

教職授任按手式礼拝
　今年も3月9日午後7時より東京教会にて教職授任按手式が執り行われ、5名が按手を受ける予定です。

どうぞご参集ください。お祈り下さい。

池
い け や

谷 考
た か ふ み

史
板橋教会 出身

　私は、教会に導

かれてすぐに人の勧めで受洗、その後教会

生活が途絶えもしましたが、再び教会へと

呼び戻され、今、教会に仕える者とされまし

た。主の導きには必ず豊かな実りがあるも

のです。皆さん、主の業に期待しつつ、共に

歩んでいきましょう！　　　

室
む ろ は ら

原 康
や す し

志
神水教会 出身

宣教の海原に出航する準備

として、神学校という防波堤

に守られた中で研鑚してき

ました。まもなく外洋へ出航しますが、主の示す太陽、聖

書という海図、信仰という灯台を読み違えないように、

慎重かつ大胆に航行してまいります。

木
き の し た

下 理
おさむ

松橋教会 出身

　私は、ルーテル

アワーを聴いて

教会を訪ね、洗礼を受けました。取るに足り

ない私を、神様が憐れんでくださっている

ことを、実感しています。神様の憐れみを福

音として宣べ伝えてまいります。

佐
さ さ き

々木赫
か く こ

子
函館教会 出身

あなたのなすべき事を主にゆだねよ、

そうすれば、あなたの計るところは必ず成る

（箴言16章3節　口語訳） 

　神様の導きに従い、イエス・キリストが

先立って歩まれた福音宣教の足跡を踏みし

め従っていきます。主の僕の働き手として

精一杯用いていただけるよう祈りつつ「交

わり」の中で前進してまいります。

光
み つ の ぶ

延　博
ひろし

　

久留米教会 出身

「すべての人にインマヌエ

ル」。これは私の母教会であ

る久留米教会の標題です。こ

の言葉を覚え、主の福音に皆

さまと共に与っていきたいと思います。これまでの皆さ

まのお支えを心より感謝申し上げます。
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私の愛唱聖句

牧
師
�
声
�
信
徒
�
声

水
みずはら

原 一
いちろう

郎

西教区　

大阪教会　信徒 　藤
ふ じ た

田 京
きょうこ

子

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

九州教区
久留米教会、田主丸教会、大牟田教会 牧師

エレミヤ書 1章 5節

わたしはあなたを
母の胎内に造る前から
あなたを知っていた

平岡（以下「平」）：私達の礼拝には３つの中心がありま

す。それは御言葉と聖礼典・洗礼と聖餐です。

Lathrop（以下「L」）：極めて初期の時代からキリスト者

達は礼拝に集まる時、定まった中心なる物を持っ

ていました。聖書を読み、世界に命を与えるため

死んで甦ったイエス・キリストについて語るその

聖書を解釈する説教を聞きます。キリストが私達

に与えた食事を実践します。罪の赦しを告げます。

そして、三位一体の神のもとへ招く集まりに私達

を加える重要な水の洗いを行います。ルター派の

人々は、私達に信仰をもたらし私達の命を神に委

ねるよう導くため神がこれらのことを通して働く

と信じ、それを「恵みの手段」と呼びます。

平：目に見える”しるし”を見つけるところそこであ

なたは教会、即ち聖なるキリスト者を見出すこと

が出来、確かに彼らはそこに存在するに違いない

とルターは言っています。

Ｌ：これら中心なる物はキリスト者が存在する全ての

場所に見い出せます。キリスト者はそれがイエス・

キリストによって私達に与えられていること、また

そこに於いて私達が聖霊を賜ることを信じます。し

かし時には、あたかも「恵みの手段」が重要ではなく

二義的なもの、あるいは特別な物であるかのように

覆い隠されてしまうことがあります。

平：聖書日課と説教、洗礼盤の常設、聖餐の頻度等、再

検討の余地があるかもしれません。

Ｌ：ルター派にとって、礼拝を再検討する際最も重要な

事は神の言葉、イエス・キリストの晩餐、そして洗

礼の洗いを私達の集まりの最も中心に明確に位置

づけることです。人々の集まりはこれらを中心に

起こります。それらを中心にそしてそのために、私

達は教会に於ける音楽を作り上げます。私たちは

これらのことを通してイエス・キリストに出会い、

そして神が愛によって私達と関わり、その結果、私

達もまた愛によって隣人と関わることが出来るこ

とを繰り返し繰り返し見出して行くのです。

第 11 回　私達は「恵みの手段」を用います。
　　 「皆一つの体となるために洗礼を受け、皆一つの霊をのませてもらったのです」　

(コリントの信徒への手紙一 12章13節ｂ)
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ゴードン Ｗ．レイスロップ
フィラデルフィア ルーテル神学
校名誉教授、神学博士

平岡仁子
日本福音ルーテル保谷教会 牧師
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葬儀ー復活の光の中でー

Ｏさん。主の平安を祈ります。

　すべてを失った悲しみの中でヨブが告白

しているように、人は「裸で母の胎を出て、

裸でかしこに帰ってゆく」存在です。ここ

にすべてがあります。「今日は死ぬのにもっ

てこいの日」という言葉が米国先住民にあ

るそうです。終わりを意識する時、今この一

瞬がかけがえのないものとして輝いてくる

のです。

　主の墓が空だったように墓は私たちの終

着駅ではありません。死とは真の命に入る

ための狭き門です。復活の光の中に私たち

はすべてを見ることができます。おっしゃ

る通り、キリスト教の葬儀が「不思議に明る

い」のはそのためです。

葬儀は故人の生涯が神のみ手の内にあった

ことを感謝し記念する礼拝です。同時に悲

しむ者にとってはグリーフワーク(死の悲

しみからの癒し)の役割も果たします。愛

唱讃美歌や聖句を含め自分の葬儀について

牧師に相談される方もおられます。安心し

て自分の最後を託せる教会があるというこ

とは慰めに満ちていますね。
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―第23回―

　ルーテル学院大学・神学校名誉教授

徳善 義和

札幌教会

  スオミ礼拝堂

  札幌北礼拝堂

  新札幌礼拝堂

岡田　薫

■募金活動にご協力下さい■

　従来の寮棟を『ルターホール』と名称

を変え大改修します。この事業にご理解

いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協

力お願いいたします。

募集期間　2007年４月～2009年３月

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183
（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店

普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）

教会事務局（03-3260-8631）

『LAOS 講座』（全９巻）

「脱宗教化時代」の見事な
「宗教教育プログラム」(2)

石田 順朗

 刈谷教会では「宣教 50 周年記念日」

（04.3.14）へ向けて「地域に開かれ根付き、

個性に輝く教会」を目指して４年企画の「宣

教方策」構築作業と並び、「語ろう会」（10回）

を名古屋、西三河の信徒の方々と共に開講

した。このほど復版になった拙著『牧会者

ルター』（02年）、「説教作法 その聴き方、話

し方」（03年）、「宗教のゆくえ 脱宗教化時

代の宣教」（04年）と語り合っていた。そこ

へ『LAOS講座』の開講が重なるという絶好

の機会に恵まれたしだい。

　時の課題「教会共同体」形成ということ

もあって、まず、第７号『宣教と奉仕の理論

と実際』の学習で始めた。毎月第３主日礼

拝後の恒例「茶話会」において、順番で信徒

が発題し、20～ 30分間の連続講座が生ま

れた。次いで第８号『この世を生きる』を取

上げ、『真理を求めて』の第３号に至り、『神

の民の歩み』（５

号）、『いなご豆の

木』（６号）へと継

がれて来ている、

常に『信徒として

生きる』ことを自

覚しながら。　

※執筆者によるLAOS講座はjelc.TVで御覧いただけます。
　URL　http://jelc.tv/
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Teensキャンプ

　来年の春の全国ティーンズキャンプ（春キャン）は、次の

通り開催されますので、お誘いください。お祈りください。

日程　2008年3月26日（木）～28日（金）

会場　京都・花背山の家

主題　絆- KIZUNA -　聖霊の働き

申込　2008年2月末日
（１月末日までの申込者は参加費が割引となります）

TNG_apply@jelc.or.jp(e-mail)

03-3260-1948(FAX/宣教室）

問合せは、佐藤牧師（千葉教会）まで。kz-sato@jelc.or.jp
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2007年 12月末現在の連帯献金について、次のようにご報告
いたします。たくさんのご協力ありがとうございました。

各地のニュース

日米協力伝道（ＪＡＣＥ）

APELT-J タイ研修セミナー 2008　参加者募集

■日    時：2008年3月24日(月)～3月31日(月)

■募集対象：中学生、高校生、青年、神学生

■参 加 費：50，000～70，000円程度を予定(詳細は、後日）

■目　　的：“バンコクのスラムの現状を知る”“タイのクリスチャンとの心の交流”“歴

史を振り返りながら現代におけるアジアにおける日本の役割を考える”

■問い合せ･申し込み

　APELT-J担当　大柴譲治（武蔵野教会）　

　TEL：03-3330-8422/FAX：03-3330-8445/e-mail joshiba@jelc.or.jp

■申し込み締め切り　【２月15日】

TNG 子ども部門 CS カード イラストレーター募集

　毎主日ごとのみ言葉にあわせたカードのイラストを描くCSカードのイラストレー

ターを新規募集します（若干名）。プロ･アマは問いません。

■募集人員:CSカードイラストレーター

■選考方法:指定した聖書のみ言葉をもとにイラストを描いて送ってください。担当者

が選考します。

※イラストに関する詳細は問い合わせ先までお願いします。

■募集期間：2008年2月1日～29日

■申し込み：162-0842 東京都新宿区市谷砂土原町1-1日本福音ルーテル教会　宣教室

　TNG子ども部門CSカードイラストレーター募集係

　※データ入稿の場合は　t-koizumi@jelc.or.jp　（小泉嗣）まで

■問い合せ：TNG子ども部門　担当：小泉嗣（小田原教会）　TEL：0465-47-4416

式文委員会と讃美歌委員会からのアンケートのお願い

　昨年末と年明けに、それぞれの委員会よりアンケートが各個教会にメイルにて送られ

ました。常議員会で任命されたそれぞれの委員会が、学習会や周知活動、そして次期改定

に向けての検討作業を始めています。

 締め切りは２月10日で集計表と同じに設定されています。特に讃美歌委員会のアンケー

トは、各教会の奏楽者のご意見も募集しています。ご協力を宜しくお願いいたします。

 アンケートや送付先は下記インターネットからもご覧いただけます。

http://www.jelc.net/~pm21/down/index.html
よろしくおねがいします。

教会音楽祭　詞の募集

　第28回教会音楽祭実行委員会は、次の要領でテーマ曲の詞を募集します。

　テーマ「わたしたちを誘惑におちいらせず、かえって悪からお救いください」（仮）

　締切　2008年4月末日（当日消印有効）

　詳細は次号掲載予定です。お問合せは、東教区教育部･佐藤（千葉教会）まで。

るうてるモニター募集

　本紙を読んでいただいて、アンケートに答えていただける方を募集中です。アンケー

トはメールかFAXで行っております。やってみようかな？ 「るうてる」に言いたいこと

がある！ という方はe-mail：ruuteru@jelc.or.jpかFAX：03-3260-1948までお問合せく

ださい。
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